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　i氣候が生物の生理的機能に：及ぼす影響につV・て
の研究は從來なされている。たとえば南方民族と
北方民族とは人体機能の生理値に差のあるととが
報じられておリユ），また自律刷経系からみて南方
民族は北方民族に比べて副．交感乖巾経緊張朕態に傾
いているtとも報じられてv・る2）。cholinesterase
（以下ChEと111ftす）に関しても，血清について季
節的に変動あるごとが一部の研究者により報じら
れている。
　別報1りにおv・て心臓ChEの分布を長期湘にわた
って測定したが，この聞に四季の変動ありゃ否や
を検討し，今後藥物の作用を比較するために不可
欠な正常ChE値の季節的補正を行わんとした。
実験方法
　健爽成犬を用い，Ammon氏法により別報騒）に準じて実
施した。
　　　　　　　　実瞼成績
　北海道の氣候上より，寒い」2，L2，3月の1群，暑い6，
7，8，9月のII群i，とその中問の4，5，10，11月のIII群に
分けてChE活性度を見るに，成績はTable　1．及び2．の
如くである。
　即ち個体差は相当あるが，活性度の高い方より列挙せば
日報で報告した如く，左心耳〉右心耳〉右心室≧左心室
の順で，この傾向は常に不変である。
　各群の平均値を見るに，その差は殆どない。表中に何例
亭均とあるのは，Table　2．の数値1よTable　1．から計算さ
れたものである。
　　　　　　　　総括並びに考按
　以上の威績を総括するに，犬心臓ChE　しの季節的変動は
見られないようである。
　先入の業績中，目皿工ChEの季節的変動に関する報告に
は接しない。從來ChE．に関する季節的変動を見た研究は，
その対称の大叶が血清について行われており∴組織のそれ
についての研究には余り接しない。
　血清ChEに関しては，ま入岡についてVahlquist4♪，
瓢ilhorat5），　Ha11＆Lucas6）等は長時問その活’性度が一
定であると報じ，他方上代及び佐藤7）は，夏低くて冬に商
い値：を示すと報じジ．長屋8）．も7，8，9月に活性度が減弱し，
6，10刀は中間値であると報じている。罵1菊野9）は，，内地入
より台湾居住の1］本人の方がその活性度は低いことを報じ
ている。犬についてLackey等10）は〆その季節的変動が
ないという。天竺鼠につ）・てWattenwylli）等は，雌が変
動なく，雄は7，S月にその活性度が減弱すると報じてい
る。i菊膨等；12）は，兎のそれが，目本内地において季節的変
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動及び性的．差異を認められないが，30～37℃の入工高温環
境下で持続飼養すれば，常温飼養に比べてその活性度は減
弱すると報じている。
　組．織．のChEに関しては，菊野13）が慕の肝臓，中枢紳経，
颪腹筋及び蛙の肝臓は，南方産のものが内地産のものより
活性度は低いと報じている。
　以上諸家の成績を見るに，血漕のChEについては季節的
変動がないとするものと，変動ありとするものとの両方あ
るが，血消ChEに関しては，生理的状態ではそ．の活性度が
季節的に変動しないという威績が大牛を占めているようで
ある。
　われわれの戌績も，一頭の犬について連続的に実瞼出來
ないもの．であり，ChE活性度の個体差がある．上に，脚数も
充分で．ないの．ではあるが，心臓ChEの季節的変動を認める
ことが出來なかった。
　一般に組織ChEは血．漕のそれ．と異なり，飢餓に対してま
た夕平明の條．件に対して容易に．変動しないことがいわれてい
る。特に心胆は撃節を問わず一定のrhythmで攻縮を営む
器官である。前報で逃べた如く，心臓自働性がそのChEと
なん等かの関係を有しているとすれば，その量も季節を問
わず恒常であることは当然のことといわねばならない。
結 論
　以上の実瞼より，犬心臓ChEの活性度は，季
節的変動に対する補正の要なしとの結果を得た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H召禾［129．．3．ユ8受付つ
Summary
　　　The　authors　upon　conducting　a　series　of　studies　on　the　seasonal　variances　of　the
cholinesteras’?　activities　of　cardiac　muscles　（dog）　by　Ammon’s　and　Hesterin－Miyasaki’s
methods　have　concluded　that　the　seasoエ1al　variances　were　negligible．
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